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英語母語とトルコ語母語の子供に、４つの意味役割（Agent, Patient, Goal, Instrument）を含む文を
使って、
１）絵の描写
２）絵の一部を変えて当てさせる
タスクをした。

産出タスクでは、トルコ語の子供は Agent への言及が少なかった。それは、主語を言わなくてもよ
い言語だから。
当てるタスクでは、どちらの子も Agent の変化に気づいた。

知覚が先で、言語表現が対応する。ただし、言わなくてよい場合は表現されないこともある。
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

では、これを、L2 でやってみたら興味深いでしょうね。主語は言わなくてもよい日本語母語の英
語学習者だったら、どうなるか。主語を言わなくてはならない英語でどうするか？
逆に、英語母語の人が、主語を言わなくてもよい日本語で話すとしたら？

そこで生じる不自然さは、L2 能力が低いため。
でも、知覚はできているなら、表現できるのでは？
しかし、表現できないのは、表現の仕方を知らないから。
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